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与 那 国 の 在 来 烏

与那国島の情景は〟牧歌的〟である｡ それは島の人たちに与

那国富士の愛称で親しまれている宇良部岳 ,海岸線まで水田や

牧場となってゆるやかに流れる山麓の美,人なっっこい在来馬

などの自然からくる印象である｡ 野良や山作業の運搬役から婦

女子や子供たちのお使いまで ,在来馬は愛縞をふりまきながら

小売りに往来する｡

写穴は島のあちこちでひろったそのスナップ風景であるo

(古謝瑞幸)
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▲やっぱりボクにはリヤカーがぴったりするワイ

▼ボクは生来おとなしいというのでこの通りレ
ディーたちからも人気がある

▲ボクは島中で最も小さいコビトならぬコウマ 体

高105cmでジープの鼻と背くらべしたら負けちゃ

った 今年20才だが若い頃は 180Jrgの背荷は平気
で運んだ
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▼馬の移動はちりぢりでなく 必ず先涙のもの
について一列縦体にかけてゆく

▲ボクのポーズは定評がありましてネ--･ これか

ら坊ちゃんと∵緒にお母さんのお使いに行ってき

まあす

▼さあ足も軽やかに家路だ 人間様もおくれぬよう
についてこい


